
ユーザの嗜好に基づくレシピデータの学習クラスタリング

大好きだけどたまに食べればよい : ステーキ, カレー, ケーキ

お酒と一緒に食べたい : レバニラ炒め, オムレツ, カツ丼

嫌い : ハヤシライス, 麻婆豆腐, 八宝菜, チョコレート

ユーザの嗜好情報美味しい食事がしたい.

でも, 食べたことがない

入力

出力

大好きだけどたまに食べればよい : ステーキ, カレー, 創作料理2

お酒と一緒に食べたい : レバニラ炒め, 創作料理3, 創作料理6

嫌い : ハヤシライス, 麻婆豆腐, 麻婆春雨, 創作料理5, 創作料理7

レシピデータ

つまり・・・

食べたことがないものが多すぎる！
そんなにたくさん食べられない！

本システムは以下の２つのアルゴリズムによって成り立っている.

Algorithm1. 学習

１．初期値の設定

２．学習用データの変換（SOM及び関数近似）

３．学習用データのクラスタリング

４．クラスター数精度の計算及びクラスター数パラメータ の調整

５．クラスタリング精度の計算

６．最適なパラメータの探索が完了したならば終了．

　　そうでなければパラメータを調節し、ステップ２へ戻る．

ハヤシライス：米, 牛肉, 玉ねぎ, トマト…

カレー：米, 鶏肉, 玉ねぎ, にんじん…

創作料理1：チーズ, 豚肉, キャベツ, 納豆…

ハンバーグ：挽肉, 玉ねぎ, 卵, パン粉…

Algorithm2. 評価

１．評価用データの変換
２．評価用データのクラスタリング

目的

　様々な食品をユーザの嗜好情報を基に分類し,従来は認知されていなかった新たな知見を
　得る.更にその知見を生かし,新しい味の世界を構築する.
問題点

　従来の統計的類似度を用いた方法では,ユーザの意図するクラスター構成が得られない.

解決策
　・ユーザの嗜好情報を反映した学習データを作成する.
　・学習データを基にクラスタリングアルゴリズムのパラメータを調節する.

学習中・・・

３．クラスタリング結果の分析

評価用データ

ステーキ

酢豚
チ ズフォンデ

親子丼
創作料理1

創作料理2
カレー

ケーキ
オムレツ

ハンバーグ
オムライス

ナポリタン

レシピデータ

学習用データ

ものが多すぎる.

創作料理2：もやし, ねぎ, かまぼこ, 卵…

・
・
・

・
・
・

新クラス1 : パスタ, うどん, ラーメン, 創作料理4, 創作料理9

新クラス2 : ピザ, もんじゃ焼き, 創作料理1, 創作料理8
・
・
・
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